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会員の購読料は会費に
含んでおります。

　平成２７年１月１５日（木）から１９日（月）の５日間、松

屋銀座にて、両県の魅力ある地域産品を広くＰＲするため、

山梨県商工会連合会と静岡県商工会連合会が共催し、「山

梨・静岡物産展」を開催した。山梨県と静岡県の商工会員企

業４５社（山梨２５社、静岡２０社）が出展し、５日間で延

べ約４万人が訪れ、大盛況となった。本会では、今後も会員

企業の販路開拓のための機会の場を創出していく。

機関紙「商工会やまなし」は、地域で希望を胸に
行動する皆様を応援していきます

〜山の幸・海の幸〜「山梨・静岡物産展」を開催
  2ｐ	�平成２６年度臨時総会を開催
  3ｐ	�一歩夢向うへ
  4ｐ	�小規模事業者持続化補助金のご案内
      5ｐ	�ものづくり・商業・サービス革新補助金のご案内／
		 身延どんぶり街道が優秀賞を受賞

      6〜7ｐ
　　�経営支援等先進的事例発表会を開催

		 ｐ	�女性部連合会「交流研修会」開催／
		 青年部連合会「資質向上セミナー」開催

		9ｐ	�人のうごき／第２期経営支援員認定
10ｐ	�アンテナショップ・ＥＣサイト紹介／
		 しあわせ調査員のクチコミ情報

地 域 を 元 気 に 　 商 工 会
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本
法
を
踏
ま
え
た
企
業
支
援
の
充
実
」、「
商

工
会
サ
ポ
ー
ト
体
制
及
び
組
織
基
盤
の
強

化
」
を
柱
に
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
課
題

に
対
し
て
寄
り
添
っ
た
「
伴
走
型
支
援
」
の

充
実
や
多
様
化
す
る
小
規
模
事
業
者
の
課

題
に
対
応
す
る
能
力
を
強
化
す
る
支
援
人

材
の
育
成
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
深
澤
博
明
専
務
理
事
の
退
任
に

伴
う
役
員
補

充
選
任
が
行

わ
れ
、
新
た

に
深
尾
嘉
仁

氏
が
、
専
務

理
事
に
就
任

し
た
。

商
工
会
連
合
会
臨
時
総
会
を
開
催

　

三
月
三
十
日
、
山
梨
県
商
工
会
連
合
会

の
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
七

年
度
事
業
計
画
や
予
算
、
計
七
議
案
が
決

定
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
小
林
会
長
か
ら
は
、
昨
年
六
月

に
成
立
し
た
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本

法
」、
並
び
に
本
法
に
基
づ
き
講
ず
べ
き

施
策
を
定
め
た
「
改
正
小
規
模
支
援
法
」

へ
の
期
待
と
、
基
本
法
制
定
を
踏
ま
え
た

各
種
振
興
施
策
の
充
実
や
積
極
的
取
り
組

み
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

特
に
、
小
規
模
事
業
者
と
伴
走
し
な
が

ら
、
経
営
発
達
の
支
援
を
進
め
る
「
経
営

発
達
支
援
計
画
」
を
全
商
工
会
が
策
定
で

き
る
よ
う
支
援
を
進
め
る
こ
と
や
、
地
方

行
政
の
中
に
小
規
模
企
業
振
興
を
明
確
に

位
置
づ
け
る
市
町
村
の
「
小
規
模
企
業
振

興
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て
、
一
層
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
る
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、「
小
規
模
企
業
振
興
基

小林県連会長あいさつ

新専務理事
深尾  嘉仁氏

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
を
踏
ま
え
た
積
極
的
な
対
応
を
す
す
め
る

　小規模企業振興基本法を踏まえ、本年を「小

規模企業振興元年」と位置付け、小規模企業の

持続的な発展を支援する。

　○経営発達支援計画の策定及び実施支援

　○ 県及び市町村の小規模企業振興条例制定の

推進

　○ 経営支援チームによる経営課題解決に向け

たサポート体制の継続

　○小規模事業者の国内外販路開拓支援

　多様化する小規模事業者の支援ニーズに対応

する支援人材の育成と組織基盤強化に向けた取

り組みを強化する。

　○支援人材の育成

　○支援体制及び組織基盤の強化

　○会員サービスの充実

　○内外に向けた商工会活動の積極的アピール

【平成２７年度　主な重点項目】

『経営改善』に要する費用を補助します
○国では、金融支援を必要とする中小企業者が、認定支援機関の助けを得て経
営改善計画を策定する場合に、費用の3分の2を支援しています。

※認定支援機関：金融機関・公認会計士・税理士・中小企業診断士等の専門家
○当協会においても、事業者負担額の内、2分の1の費用補助を行います。

●補助限度額　　最大50万円 
●対象中小企業者
・利用申請時点で、当協会の信用保証利用がある方。
・認定支援機関による経営改善策定支援事業を利用し、自ら経営改善を図ろ
うとする方。

●取扱例：経営改善費用300万の場合
　　国：200万円　保証協会：50万円(限度額)　事業者負担額：50万円

※その他、詳細についてはお問い合わせください。

本　　　　店 甲府市飯田２-２-１（山梨県中小企業会館）
 TEL 055-235-9700　FAX 055-232-0160
 フリーダイヤル　0120-970-260
 URL：http://cgc-yamanashi.or.jp
 E-mail：shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp
富士吉田支店 富士吉田市下吉田2-31-14
 TEL 0555-22-0992　FAX 0555-22-0921

無料金融・経営相談について
○当協会では、中小企業診断士・経営アドバイザーによる無料相
談窓口を実施しております。経営改善・設備投資計画・新規開
業などの経営に関するお悩みをお気軽にご相談ください。
※要予約(フリーダイヤル)

●相談日　原則として毎月第1・第3木曜日
●時　　間　16時～18時
●場　　所　本店：甲府市飯田2-2-1 中小企業会館1階

Ⅰ．�小規模企業振興基本法を踏まえた
企業支援の推進

Ⅱ．�商工会サポート体制及び組織基盤
の強化
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あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
し
た
ら
、
自
然
派
志
向
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
お
客
様
に
対
し
て
、
自
ら
の
取

り
組
み
を
伝
え
て
い
け
る
の
か
、小
規
模
事

業
者
に
と
っ
て
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
折
、
甲
州
市
商
工
会
の
経
営
指
導

員
か
ら
、
小
規
模
事
業
者
に
よ
る
販
路
開
拓

を
応
援
す
る
補
助
金
の
活
用
提
案
を
受
け
、

今
回
の
補
助
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
数

の
自
ら
が
自
信

を
持
っ
て
提
供

で
き
る
紅
露
柿

を
、
そ
の
特
徴

が
わ
か
り
や
す

く
、
納
得
し
て

購
入
し
て
頂
け

る
よ
う
な
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
づ
く
り
、
そ
れ

を
伝
え
る
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
づ
く
り
に
、

専
門
家
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
取
組
み
ま

し
た
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
今
後
の
販
路
開
拓

に
繋
げ
る
た
め
の
ツ
ー
ル
づ
く
り
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
ツ
ー
ル
を
活
用

し
て
、
現
在
、
イ
ベ
ン
ト
出
展
や
バ
イ
ヤ
ー

と
の
商
談
を
通
じ
て
、
商
品
の
認
知
度
の

向
上
、
販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

荻
原
さ
ん
は
、
枯
露
柿
の
産
地
と
し
て

名
高
い
甲
州
市
塩
山
松
里
地
区
に
て
、
甲

州
百
匁
柿
の
栽
培
、
加
工
、
販
売
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
特
徴
は
、
五
年
程
前
か
ら
手
が

け
て
い
る
無
農
薬
栽
培
で
す
。
当
初
は
、

周
囲
の
畑
が
青
々
と
葉
も
実
も
充
実
す

る
中
、
冬
枯
れ
の
状
態
が
続
い
た
そ
う
で

す
。
そ
う
し
た
中
、
圃
場
の
落
ち
葉
を

掃
き
集
め
て
焚
く
、
ク
リ
ム
ゾ
ン
ク
ロ
ー

バ
ー
を
撒
き
付
け
る
、
農
薬
の
代
わ
り
に

お
酢
を
撒
く
、
な
ど
の
地
道
な
取
り
組
み

を
続
け
、
三
年
目
に
一
〜
二
個
結
実
し
た

柿
の
実
が
、
一
昨
年
、
よ
う
や
く
一
定
の

量
を
加
工
・
販
売
で
き
る
ま
で
に
至
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
と
も
に
、
一
般
的
な
加

工
法
に
よ
る
「
枯
露
柿
」
に
加
え
、
無
燻

蒸
（
硫
黄
燻
蒸
で
な
く
、
湯
煎
）
の
「
枯

露
柿（
平
成
二
十
五
年
十
月
に
、『
紅
露
柿
』

と
し
て
、商
標
登
録
）の
商
品
化
に
も
至
っ

て
い
ま
す
。

　

一
定
量
の
原
材
料
の
確
保
と
商
品
化
を

契
機
に
、「
自
然
栽
培
の
紅
露
柿
」
を
生

み
出
す
畑
と
し
て
、
柿
畑
で
の
作
業
体
験

や
柿
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
制
な
ど
、
自
然
豊

か
な
柿
畑
を
ま
る
ご
と
楽
し
め
る
企
画
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
然
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け

は
、
ご
自
身
が
体
調
を
悪
く
さ
れ
た
経
験

で
す
。

　

無
農
薬
に
こ
だ
わ
り
、
手
間
を
惜
し
ま

ず
つ
く
っ
た
農
産
物
や
加
工
品
を
求
め
る

市
場
の
規
模
は
、
決
し
て
大
き
く
な
い
も

の
の
、
そ
こ
に
は
「
価
格
に
左
右
さ
れ
な

い
」
お
客
様
の
強
い
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る

と
考
え
ま
し
た
。

　

一
方
、
自
然
栽
培
ゆ
え
、
木
の
生
産
能
力

に
も
限
界
が

あ
り
、（
原
材

料
の
確
保
に

限
り
が
あ
る

こ
と
か
ら
）

大
量
の
商
品

を
供
給
で
き

る
も
の
で
は

自
然
栽
培
に
よ
る
甲
州
百
匁
柿
を
使
っ
た
紅
露
柿
の
Ｐ
Ｒ

然
企
画
　
代
表�

荻
原
　
哲
也
さ
ん

（
甲
州
市
商
工
会
）

柿 畑

新たに開発した紅露柿のパッケージ

小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
活
用
！
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小規模事業者持続化補助金の第２次受付のご案内
　持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規模事業者の地道な販路開拓（創意工夫による売り方やデ

ザイン改変等）の取り組みを支援するため、商工会の助言等を受けて作成した経営計画に対し、その計画

に沿って販路開拓に取り組む費用の３分の２を補助する事業。

補助対象者

　・小規模事業者であること　・商工会の管轄地域内で事業を営んでいること

補助率等

　・補助率：２／３　　補助上限：５０万円＊

　　①雇用増・従業員の処遇改善・買い物弱者対策に取り組む場合：上限１００万円

　　②�複数の事業者が連携して取り組む共同事業の場合：上限１００万円〜５００万円（連携小規模事業者数による）

お申込み・お問い合せ

　第２次受付の申込締切は、平成２７年５月２７日（水）です。

　小規模事業者持続化補助金の申請を希望される方は、管轄地域の商工会に早めにご相談下さい。

事業内容
・既存の設備では高齢者が長時間座っていられないという声を受

け、高齢者に優しいカットチェア・シャンプーチェアを導入。
・お店が目立たない位置にあるため、表通りへの看板設置とチ

ラシの配布で店舗をＰＲ。

事業効果
・高齢者向けなどシャンプーサービス

の売上が増。
・チラシや看板の効果で総売上が増。

・商品パッケージデザイン（包装）の改良
・ネット販売システムの構築
・移動販売、出張販売
・新商品の開発　など

・販促用チラシの作成、配布
・販促用ＰＲ（マスコミ媒体での広告、ウェブサイトでの広告）
・商談会、見本市への出展
・店舗改装（小売店の陳列レイアウト改良、飲食店の店舗改修を含む）

取組事例イメージ

取組事例「理容業」

商
談
会
へ
の
出
展

販
促
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

＊（ ）

山 梨 支 店 甲 府 中 央 支 社
〒400-0858　山梨県甲府市相生1-4-23

電話：０５５－２３３－７８３７
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　国内外のニーズに対応したサービスやものづくりの新事業を創出するため、商工会等の認定支援機関
と連携して、革新的な設備投資やサービス・試作品の開発を行う中小企業を支援する事業。

補 助 対 象 事 業

　【革新的サービス】、【ものづくり技術】、【共同設備投資】の３つの類型があり、業種の如何を問わず、
いずれも申請可能。

申請書類・公募要領

　ホームページからダウンロードできます。　http://www.chuokai-yamanashi.or.jp/mono
　１次公募締切日：平成２７年５月８日（金）　�＊提出先は公募要領等をご覧下さい。

お問い合わせ先：最寄りの商工会にご相談下さい。

　

地
域
活
性
化
に
挑
む
団
体
を
支
援
し
よ

う
と
、
全
国
の
地
方
新
聞
社
と
共
同
通
信

社
が
合
同
で
設
け
た
「
地
域
再
生
大
賞
」

の
優
秀
賞
に
身
延
町
商
工
会
が
企
画
し
た

「
身
延
ど
ん
ぶ
り
街
道
」
が
選
ば
れ
た
。

受
賞
団
体
の
中
で
商
工
会
で
は
唯
一
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
丼
物
料
理
を
提
供
す
る
飲

食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
と
町
内
観
光
地
を
紹
介

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
作
成
。
町
内
を
走
る
二
本
の
国
道
を
、

手
軽
で
親
し
み
や
す
さ
の
あ
る
「
ど
ん
ぶ

り
」
で
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

事
業
名
を
「
身
延
ど
ん
ぶ
り
街
道
」
と
名

付
け
た
。同
会
の
観
光
振
興
事
業
の
一
環
。

　

現
在
、
町
内
十
二
店
舗
が
参
加
。
参
加

店
の
丼
物
料
理
を
食
べ
て
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
と
特
典
が
あ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
企

画
な
ど
、
魅
力
あ
る
企
画
を
展
開
。
年
々

「
ど
ん
ぶ
り
」
の
注
文
が
増
え
て
い
る
。

身
延
ど
ん
ぶ
り
街
道
が
優
秀
賞
を
受
賞

〜
第
五
回
地
域
再
生
大
賞
〜

ものづくり・商業・サービス革新補助金（１次公募）のご案内

【革新的サービス】
一般型 コンパクト型

補助上限額：1,000 万円 
補助率：2/3　　＊設備投資が必要

補助上限額：700 万円 
補助率：2/3　　＊設備投資不可

【ものづくり技術】 補助上限額：1,000 万円　補助率：2/3　＊設備投資が必要

【 共 同 設 備 投 資 】 補助上限額：共同体で5,000万円（500万円 / 社）補助率：2/3　＊設備投資が必要

「高齢者ひとりひとりに寄り添ったクラウド型の生活見守り支援事業」

・高齢者世帯とその家族等をつな
ぐシステムをクラウド上に構築
して、高齢者の生活データを蓄
積・解析することで、暮らしに
配慮した見守り体制を構築。

「医療カテーテル・内視鏡等向け
制御部品の試作開発」

・医療カテーテル・内視鏡等の精度を
向上させるため、マイクロモーター
に使用される部品を世界最小クラ
スまで小型化するための試作開発。

革新的サービス事例 ものづくり技術事例

身延どんぶり街道 パンフレット

今なら団体割引 17.5 ％!!

身
延
ど
ん
ぶ
り
街
道
が
優
秀
賞
を
受
賞

〜
第
五
回
地
域
再
生
大
賞
〜
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事
例
１

�

甲
州
市
商
工
会

�
��

経
営
指
導
員

大
久
保�

親
雄�

　

甲
州
市
は
ワ
イ
ン
発
祥
の
地
と
し
て
全

国
で
も
有
数
の
ワ
イ
ン
産
地
と
し
て
名
高

い
。
こ
の
地
域
の
宝
で
あ
る
甲
州
ワ
イ
ン

の
海
外
市
場
開
拓
の
支
援
に
取
り
組
ん

だ
。
発
泡
酒
や
焼
酎
の
普
及
、
安
価
な
外

国
ワ
イ
ン
の
流
入
な
ど
で
守
勢
に
回
っ
て

い
た
甲
州
ワ
イ
ン
を
、
メ
ジ
ャ
ー
な
も
の

に
し
て
い
こ
う
と
い
う
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
思

い
を
形
に
し
た
も
の
だ
。
大
久
保
指
導
員

は
欧
州
へ
の
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理

法
人
担
当

者

と

し

て
、
計
画

策
定
、
補

助
金
申
請

の
窓
口
、

行
政
機
関

や
関
係
事

業
者
と
の

調
整
役
、

外
国
事
業

者
と
の
契
約
締
結
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
多
彩

に
こ
な
し
事
業
の
円
滑
化
に
努
め
た
。
甲

州
ワ
イ
ン
は
欧
州
で
も
好
評
を
博
し
、
活

動
は
ワ
イ
ン
産
業
の
活
性
化
に
大
き
く
貢

献
す
る
成
果
を
得
た
。大
久
保
指
導
員
は
、

「
地
域
に
は
た
く
さ
ん
の
宝
が
あ
る
。
地

域
に
目
を
向
け
、
興
味
を
持
ち
、
進
ん
で

地
域
の
活
動
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
て
も
ら

い
た
い
。
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
発
表
を
結
ん
だ
。

　

地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
さ
ん
の
熱
い
思
い

を
、
正
面
か
ら
受
け
止
め
た
大
久
保
指
導

員
の
行
動
力
が
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
！

事
例
２

�

甲
斐
市
商
工
会

�

　

経
営
指
導
員

平
山�

光
一
郎

　

経
営
に
欠
か
せ
な
い
も
の
が
、
将
来

を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
。
平
山
指
導
員
は
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
重
要
性
を
提
唱
し
経
営
指
導
に
あ

た
っ
た
。

経営支援ノウハウ　先進事例で学ぶ

経営支援等先進的事例発表会を開催

コーディネーターの伊藤氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
一
言

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
事
業
を

活
用
し
た
海
外
市
場
開
拓
の
支
援

支
援
機
関
と
連
携
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
策
定
支
援
と

そ
の
効
果

ロンドンの高級百貨店に並ぶ甲州ワイン

　
一
月
二
十
二
日
、
商
工
会
経
営
支
援

等
先
進
的
事
例
発
表
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
商
工
会
職
員
の
日
頃
の
業

務
活
動
の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
活
動
事

例
を
発
表
し
、
経
営
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
共
有
を
図
り
、
商
工
会
の
支
援
力
の

向
上
を
目
指
し
て
い
く
も
の
。

　
当
日
は
、
商
工
会
役
職
員
の
ほ
か
、

行
政
・
関
係
機
関
、
各
支
援
団
体
な
ど

か
ら
大
勢
の
聴
衆
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
発
表
に
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い

た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
の
後
に
は
、
中
小

企
業
診
断
士
の
伊
藤
氏
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
の
解
説
を
行
っ
た
。
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ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
、
と
も
す
れ
ば
、
補

助
金
申
請
や
融
資
を
得
る
こ
と
だ
け
を
目

的
に
作
成
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
平
山
指

導
員
は
、
経
営
者
が
自
ら
の
手
で
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
、
実
り
の
あ
る
経
営
を
実
現
す
る
た

め
に
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
た
め
の

勉
強
会
を
企
画
、
さ
ら
に
実
効
性
の
あ
る

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
目
指
し
、
金
融
機
関

や
信
用
保
証
協
会
と
連
携
し
個
別
相
談
を

実
施
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
日
々
の
行

動
計
画
が
ス
ッ
キ
リ
し
、
売
上
向
上
に
繋

が
っ
た
」「
今
何
を
す
べ
き
か
判
断
し
や
す

く
な
っ
た
」「
具
体
的
な
事
業
承
継
の
行
動

が
イ
メ
ー
ジ
で

き
た
」
な
ど
好

評
を
得
た
。
あ

た
り
ま
え
と
し

て
き
た
仕
事
を

深
く
掘
り
下

げ
、
よ
り
大
き

な
成
果
を
生
み

出
し
た
事
例
で

あ
る
。

　

助
成
金
申
請
の
た
め
の
経
営
計
画
づ
く

り
に
終
わ
ら
せ
な
い
と
い
う
熱
意
が
伝
わ

る
。
地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
た
支
援
体

制
づ
く
り
も
模
範
的
で
す
。

事
例
３

�

市
川
三
郷
町
商
工
会

　

�

　

経
営
指
導
員

笹
本
　
貴
正

　

笹
本
指
導
員
は
、
市
川
三
郷
町
の
地
域

振
興
策
と
し
て
「
の
っ
ぷ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
だ
。「
の
っ
ぷ
い
」
と
は
、

地
域
の
独
特
の
や
わ
ら
か
な
土
壌
の
こ

と
。
こ
の
「
の
っ
ぷ
い
」
に
育
ま
れ
た
農
産

物
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
構
築
し
て
い
く
の
が
「
の
っ
ぷ

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
笹
本
指
導
員
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
①
地

元
資
源
の
活
用
②
会
員
の
技
術
で
製
造
③

会
員
が
販
売
と
定
め
、
地
元
へ
の
利
益
還

元
・
利
益
循
環
を
目
指
し
た
。
特
産
品
開

発
の
主
役
と
な
っ
た
も
の
は
「
大
塚
に
ん

じ
ん
」。
形
状

が
独
特
で
、

栄
養
価
の
高

い
こ
の
に
ん

じ
ん
を
使
っ

た
商
品
を
い

く
つ
も
開
発

し
た
。
ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
徹
底
し
て
行
っ
た
。
テ

レ
ビ
・
新
聞
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体

を
活
用
し
、
事
業
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、『
市

川
三
郷
町
』
自
体
を
売
り
込
み
、
地
域
に
人

を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
を
意
識
的
に
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
地
元
伝
統
技
術
（
和
紙
・
印

鑑
）
な
ど
と
融
合
し
た
観
光
へ
の
展
開
に

挑
戦
し
て
い
く
計
画
だ
。

　

地
元
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
と
し
て

い
る
。
利
潤
が
全
体
に
循
環
す
る
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
が
出
来
て
い
ま
す
。

事
例
４

�

韮
崎
市
商
工
会

�

　

経
営
指
導
員

花
輪
　
厚
貴

　

花
輪
指
導
員
は
、
韮
崎
市
の
基
幹
産
業

と
言
え
る
製
造
業
の
支
援
の
取
り
組
み
を

続
け
て
い
る
。
支
援
事
例
の
ひ
と
つ
は
、
雇

用
維
持
事
業
の
展
開
。
中
小
・
小
規
模
企

業
単
独
で
は
活
用
が
困
難
な
雇
用
調
整
助

成
金
な
ど
に
係
る
教
育
訓
練
を
商
工
会
が

代
表
し
て
受
託
。
休
業
助
成
金
加
算
制
度

（
一
名
六
千
円
）
の
活
用
と
あ
わ
せ
て
、
従

業
員
に
対
す
る
技
術
付
与
を
図
っ
た
。
教

育
訓
練
に
は
約
一
三
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
市
独
自
の
雇
用
安
定
化
助

成
金
の
創
設
に
も
結
び
つ
い
た
。
ま
た
、
販

路
拡
大
支
援
と
し
て
企
業
視
察
商
談
会
や

技
術
力
ア
ピ
ー
ル
ガ
イ
ド
の
作
成
、
技
術

展
へ
の
共
同
出
展
な
ど
を
次
々
と
展
開
。

企
業
視
察
商
談
会
は
市
内
の
事
業
所
側
が

工
場
を
開
放
、
商
工
会
が
招
い
た
県
内
外

の
発
注
企
業
が
自
由
に
視
察
す
る
と
い
う

も
の
で
、
一
部
上
場
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
成
功
す
る
な
ど
の
成
果
に
も
繋
が
っ
て

い
る
。
花
輪
指
導
員
は
「
答
え
は
現
場
に
あ

る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
積
極
的
に
事
業
所
巡

回
を
続
け
て
お
り
、良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
支
援
策
を
見
出
し
て
い
る
。

　　

市
独
自
の
助
成
金
制
度
の
創
設
は
素
晴

ら
し
い
成
果
。
現
場
主
義
を
貫
い
て
い
る

と
こ
ろ
が
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
発
信
に
よ
る

地
域
振
興
と
経
営
指
導

も
の
づ
く
り
企
業
の

　
持
続
的
発
展
支
援
と

　
技
術
力
ア
ピ
ー
ル
に
よ
る

販
路
開
拓
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
一
言

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
一
言

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
一
言

ビジネスプラン作成に熱心に取り組む参加者

大塚にんじんを活用して開発された
商品の数々

事業所の技術力をアピールする
ために作成したガイドブック
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　女性部連合会は、１２月３日、山梨市「フルー

ツパーク富士屋ホテル」において、平成２６年

度商工会女性部交流研修会を開催し、県下女

性部員約１３０名が参加した。

　第一部の、県内各ブロック代表による主張

発表大会では、笛吹市商工会女性部の堀内知

恵子さんが最優秀賞（山梨県知事賞）を受賞

した。堀内さんは、来年７月に埼玉県で開催さ

れる関東大会に、山梨県代表として出場する。

　青年部連合会は、青年部員や事業後継者等を対

象とした資質向上セミナーを計４回開催し、多く

の青年部員が参加した。

　このセミナー

事業は、今年度

全国連から委託

を受けて実施す

るもので、次世

代を担う経営者

としての資質向

上を目的に、毎

回違うテーマで

開催した。セミ

ナーの中でも特

に「クレーム対

応」は関心が高

く、多くの参加

者が真剣に受講

した。

女性部連合会『交流研修会』開催

本県代表に堀内知恵子さん（笛吹市）

青年部連合会

「青年経営者等資質向上セミナー」開催

発
表
の
様
子（
堀
内
知
恵
子
さ
ん
）

熱心に聞き入る受講者

笑顔に変えるクレーム対応講座
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　平成２５年度より導入され、
多様化・高度化する経営支援
ニーズに対応するため、補助
員・記帳専任職員等の中から、
熱意と支援能力を有した職員
を「経営支援員」に認定する制
度により、今回、左記職員が経
営支援員に認定されました。
　今後、２年間の研修を経て、

経営指導員への登用を目指すことになります。

機関紙「商工会やまなし」に関する
アンケートにご協力下さい。

山梨県商工会連合会機関紙

検索キーワード

機関紙「商工会やまなし」について商工会会員の

皆様からご意見・ご感想をお待ちしております。

今後の参考とさせていただきます。

＊アンケート回答サイト

【
採
用
】
（
四
月
一
日
付
）

�

都
留
市
（
事
務
局
長
）

�
谷
内　

ち
え
子

�

韮
崎
市
（
事
務
局
長
）

�

岩
浪　

雅
樹

�

南
ア
ル
プ
ス
市（
事
務
局
長
）

�

柳
本　

光
次

�

甲
斐
市
（
事
務
局
長
）

�

原　

栄
治

�

甲
州
市
（
事
務
局
長
）

�

天
野　

弘

�

中
央
市
（
事
務
局
長
）

�

中
澤　

守
利

�

身
延
町
（
事
務
局
長
）

�

秋
山　

司

�

都
留
市
（
経
営
指
導
員
）

�

酒
井　

一
男

�

山
梨
市
（
経
営
指
導
員
）

�

桂
原　

珠
美

�

甲
斐
市
（
経
営
指
導
員
）

�

近
藤　

美
左
子

�

甲
州
市
（
経
営
指
導
員
）

�

武
井　

優
明

�

昭
和
町
（
経
営
指
導
員
）

�

深
澤　

琢
磨

�

笛
吹
市
（
記
帳
専
任
職
員
）

�

岡
田　

せ
い
ら

【
人
事
交
流
】
（
四
月
一
日
付
）

（
括
弧
内
は
旧
所
属
商
工
会
）

○
経
営
指
導
員

　

山
梨
市�

若
林　

和
彦
（
連
合
会
）

　

韮
崎
市�

佐
野　

千
文
（
笛
吹
市
）

　

中
央
市�

小
泉　

圭
一
（
北
杜
市
）

　

身
延
町�

望
月　

信
幸
（
連
合
会
）

　

南
部
町�

佐
野　

明
雄
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

　

富
士
川
町�

小
林　
　

博
（
山
梨
市
）

　

連
合
会�

花
輪　

厚
貴
（
韮
崎
市
）

　

連
合
会�

円
城
寺
正
経
（
甲
斐
市
）

○
補
助
員

　

北
杜
市�
秋
山　

富
代
（
笛
吹
市
）

　

甲
斐
市�

松
土　

弘
美
（
連
合
会
）

　

連
合
会�

笹
川　
　

綾
（
甲
斐
市
）

　

連
合
会�

秋
山　

奈
緒
（
甲
州
市
）

○
記
帳
専
任
職
員

　

都
留
市�

大
久
保
千
秋
（
南
都
留
中
部
）

　

韮
崎
市�

小
林　

明
子
（
北
杜
市
）

　

甲
州
市�

岡
本　

京
子
（
昭
和
町
）

　

中
央
市�

青
栁　

裕
美
（
連
合
会
）

　

市
川
三
郷
町�

赤
池　

由
美
（
富
士
川
町
）

　

身
延
町�

武
川
美
代
子
（
南
部
町
）

　

南
部
町�

中
込　
　

円
（
市
川
三
郷
町
）

　

富
士
川
町�

深
沢
え
み
子
（
身
延
町
）

　

昭
和
町�

村
松　

清
美
（
韮
崎
市
）

　

南
都
留
中
部�

渡
辺　

千
歳
（
河
口
湖
）

　

河
口
湖�

平
山　

恵
美
（
連
合
会
）

○
相
談
員
（
再
雇
用
）

　

山
梨
市�

藤
本　

朝
光
（
甲
州
市
）

　

甲
斐
市�

大
杉　

勝
彦
（
南
部
町
）

商
工
会
人
事　

人
の
う
ご
き

第２期経営支援員
志村　栄子

（都留市商工会  補助員）

第２期経営支援員が認定されました
【
退
職
】�（
三
月
三
十
一
日
付
）�

　

都
留
市�

太
田　

光
男
（
事
務
局
長
）

　

韮
崎
市�

水
川　

秋
人
（
事
務
局
長
）

　

南
ア
ル
プ
ス
市�

保
坂　

昌
志
（
事
務
局
長
）

　

甲
斐
市�

鶴
田　

陽
一
（
事
務
局
長
）

　

甲
州
市�

楠　
　

行
雄
（
事
務
局
長
）

　

中
央
市�

田
中　
　

俊
（
事
務
局
長
）

　

身
延
町�

赤
池　

義
明
（
事
務
局
長
）

　

山
梨
市�

秋
山　
　

司
（
経
営
指
導
員
）

　

甲
州
市�

天
野　
　

弘
（
経
営
指
導
員
）

　

中
央
市�

斎
藤　

弘
文
（
経
営
指
導
員
）

　

身
延
町�

今
村　

正
彦
（
経
営
指
導
員
）

　

南
部
町�

大
杉　

勝
彦
（
経
営
指
導
員
）

　

富
士
川
町�

柳
本　

光
次
（
経
営
指
導
員
）

�

（
一
月
三
十
一
日
付
）�

　

昭
和
町�

雨
宮　

正
和
（
経
営
指
導
員
）

�

（
十
二
月
三
十
一
日
付
）�

　

上
野
原
市�

渡
辺　

桃
子
（
補
助
員
）
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　県下商工会の会員企業が丹精込めてつくりあげた商品
の販路開拓を支援するため、アンテナショップやＥＣサ
イトを活用して販路開拓を支援いたします。

県内のアンテナショップへの出品

　　出品場所： 道の駅とよとみ（中央市）
 道の駅にらさき（韮崎市）
 ほったらかし温泉（山梨市）
　　・県内の特産品を扱うコーナーに出品できます。

東京のアンテナショップへの出品

　　出品場所：むらからまちから館（東京・有楽町）
　　・全国の特産品を扱うアンテナショップです。

むらからまちから館

ＥＣサイトの活用

　　ニッポンセレクト．ｃｏｍ（全国連公式サイト）
　　・ 日本全国の自慢の特産品が揃ったインターネット

通販サイトです。

問合せ・申込み

　アンテナショップやＥＣサイトへの、問合せや申込み
については、最寄りの商工会にお問い合わせ下さい。

＊ その他にも県下商工会及び商工会連合会では、会員企業の販路
開拓に繋がる事業を多数実施しております。詳しくは、最寄りの
商工会にお問い合わせ下さい。

アンテナショップやＥＣサイトを
活用してみませんか！

クチコミ情報

パン工房　李音

　｢ パン工房　李音 ｣ さんは、手づくりにこだわり、無

添加の厳選素材でつくる安心・安全なパンで人気のお

店です。お客様においしさと感動を提供したいという

思いで、毎日焼き続けています。

　李音さんで一番人気のラウンドパン。生クリームを

使用した高級食パンで種類も豊富です。小さなお子様

からお年寄りまで幅広い年代の方にパンを味わってい

ただきたいと、カンパーニュ、調理パン、デニッシュな

ど、種類は１３０種類以上におよびます。小さなお子様

向けの ｢ ひよこパン ｣ は、卵や牛乳は使用せず、コーン

や生野菜が使われ健康でからだにやさしい安心・安全

なパンです。また、カロリーの取り過ぎが気になる方向

けに、低カロリーパン ｢ トスカーノ ｣ の開発にも取り組

んでいます。

　李音さんでは、無料のコーヒーとスープのサービス

があり、購入したパンを開放感のある屋外テラスでい

ただくこともできます。

　おいしいパンを食べに、おなかをすかせておでかけ

してみませんか。

調査員Ａ

しあわせ
調査員の

パン工房 李音
住　　所：〒 400-3804 山梨県中央市井之口１０９２-４
Ｔ Ｅ Ｌ：０５５-２４０-３５３７
営業時間：７：００〜１８：００
定 休 日：毎週月曜日・第３火曜日
お問合せ：お問合せフォームよりお願いいたします。

　　　　 尚、パンのお取置きは電話のみにて承っております。

アクサ生命は、商工会のパートナーとして
会員事業所の皆様の福利厚生の充実を

お手伝いしています。

【勤 務 地】　韮崎市  笛吹市  大月市　　  【給 与】  15 万・18 万・２１万・２４万＋諸手当
【業務内容】　主に商工会共済・福祉制度を通じた保険加入等の営業推進業務を行っ

ていただきます。
【勤務時間】　育児短時間勤務ＡＭ９：１５～ＰＭ４：１５（中学校就学前の子を養育）
　　　　　　通常勤務ＡＭ９：１５～ＰＭ５：００（休憩６０分）

応募方法　会社説明を実施しますのでTEL（055-226-5075）にて予約願います。

私たちと一緒に仕事をしませんか？

保険を「再定義」する
アクサの医療保険シリーズ

甲府支社  〒400-0858 甲府市相生 2-2-17  TEL 055-226-5075
あしたも、そのさきの未来も、あなたに笑っていてほしいから。保険のご相談は、アクサ生命へ。

お
店
の
様
子
の
動
画


